
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声で操作可能な音声操作手段、及び手動で操作可能な手動操作手段を備え、前記音声
操作手段、又は前記手動操作手段により機器の制御を行う機器制御システムにおいて、
　 前記音声操作手段による音声操作
が可能で、前記手動操作手段による手動操作が制限された状態 設定するスイッチと、
　前記音声操作手段による音声操作が可能で、前記手動操作手段による手動操作が制限さ
れた状態にある時に、前記音声操作手段による音声操作が所定時間行われない場合、前記
手動操作手段による手動操作の制限を解除する制御手段とを備えていることを特徴とする
機器制御システム。
【請求項２】
　前記音声操作を可能とした時に制限される前記手動操作が、前記音声操作によって行わ
れる機器制御と同一の機器制御が実行されることになる手動操作であることを特徴とする
請求項１記載の機器制御システム。
【請求項３】
　前記音声操作手段、又は前記手動操作手段により選択された操作命令項目に基づいて機
器の制御を行うものであり、
　前記音声操作手段による操作命令項目が前記手動操作手段による操作命令項目よりもよ
り最終的な操作命令項目で構成されていることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の
機器制御システム。
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【請求項４】
　前記音声操作手段、又は前記手動操作手段により選択された操作命令項目に基づいて機
器の制御を行うものであり、
　前記音声操作手段による操作命令項目と前記手動操作手段による操作命令項目とが共通
化されていることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の機器制御システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかの項に記載の機器制御システムが装備されていることを特徴と
する車載用機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は機器制御システム に関し、より詳細には、音声及び手動によ
る複数の操作手段を備えた機器制御システムに関し、特に車載用機器において複数の操作
手段（本体に取り付けられた手動式スイッチ、リモコンを用いた手動式スイッチ、及び音
声認識装置等）を用いる場合に関

する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
近年、音声及び手動による複数の操作手段を備えた機器制御システムが開発されている。
特に、車載用機器の操作に音声を用いれば、運転者の脇見運転等を抑えることができ、安
全性の向上を図ることができる。
【０００３】
図９は、複数の操作手段を備えた、従来の機器制御システムの要部を概略的に示したブロ
ック図である。
該機器制御システムでは、手動操作によるリモコン９からの信号を受信する受信手段２、
本体に装備された本体スイッチ３、及び音声認識処理手段５からの情報がそれぞれ制御手
段７に入力されるようになっており、これらの情報に基づいて、制御手段７が機器８の制
御を行なうように構成されている。マイク４は使用者１０から発声された音声を捕らえる
ものであり、その音声は音声認識手段５によってＡ／Ｄ変換された後、音声認識処理が施
される。また、メモリ６には音声認識用のデータが格納されている。
【０００４】
図９に示したような機器制御システムの場合、使用者の好みに応じて、音声操作と手動操
作とを使い分けることができ、また音声操作を使用することによって視線移動が抑えられ
るので、特に運転者にとっては安全性の高いシステムとなっている。
【０００５】
しかしながら、上記機器制御システムの場合、音声操作と手動操作との操作手順は基本的
には異なっており、また音声操作と手動操作とを適切に連動させるような構成にはなって
いない。そのため一連の操作時に、例えばナビゲーションシステムを利用して「渋滞情報
」を入手するための操作時に、音声による操作と手動による操作との両操作を行なうと、
適切な機器操作を行なうことができず、使用者を混乱させてしまう虞れがある。
【０００６】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであって、音声及び手動による操作手段を装備し
ていたとしても、操作時における使用者の混乱を避けることができ、かつ使い勝手の良い
機器制御システム を提供することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段及びその効果】
　上記目的を達成するために本発明に係る機器制御システム（１）は、音声及び手動によ
る操作手段を備えた機器制御システムにおいて、音声又は手動のいずれかのみによって、
機器の制御を行なうようにするための 手段を備えていることを特徴としている。
【０００８】
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上記機器制御システム（１）によれば、使用可能な操作手段を音声又は手動のいずれかの
みに制限することができるので、操作時における使用者の混乱を避けることができ、使い
勝手が良い。
【００１２】
　また、本発明に係る機器制御システム（ ）は、音声及び手動による操作手段を備え、
該操作手段から選択された操作命令項目に基づいて機器の制御を行なう機器制御システム
において、音声又は手動のいずれによっても機器の制御を行なうことができるように、音
声操作による操作命令項目と手動操作による操作命令項目とが共通化されていることを特
徴としている。
【００１３】
　上記機器制御システム（ ）によれば、音声操作による操作命令項目と手動操作による
操作命令項目とが共通化され、すなわち操作過程で次に選択できる操作命令項目が、音声
操作と手動操作とで同じになっているので、音声による操作手段と手動による操作手段と
の両操作手段を用いて、適切に機器操作を行なうことができる。また、リモコンや本体ス
イッチを見れば操作手順の分かる手動操作と、音声操作とで操作手順が同じになるので、
音声操作による操作手順が分からなくなることをなくすことができる。
【００１４】
例えば、オーディオ操作として、ＣＤを聴いていてＦＭラジオの「ＦＭ大阪」に切り替え
を行なう場合に、ボタン［ＦＭ］を押すかわりに、『エフエム』と発声し、その後、複数
のメモリボタンの中から周波数「 85.1MHz 」（ＦＭ大阪）がメモリされているメモリボタ
ンを押すことによって、ＦＭラジオの「ＦＭ大阪」に切り替えることができる。
【００１５】
　また、本発明に係る機器制御システム（ ）は、音声及び手動による操作手段を備え、
該操作手段から選択された操作命令項目に基づいて機器の制御を行なう機器制御システム
において、音声操作による操作命令項目と手動操作による操作命令項目とを組み合わせて
用いるように構成されていることを特徴としている。
　

　

　上記機器制御システム（ ）によれば、音声操作による操作命令項目と手動操
作による操作命令項目とを組み合わせて用いるように構成され、すなわち音声操作及び手
動操作それぞれの良い部分を有効に用いることができるように構成されているので、使い
勝手が大変良くなる。
【００１６】
例えば、ナビゲーションシステムを利用し、電話番号を入力して目的地を設定する場合に
、まず『デンワバンゴウケンサク』と発声し、続いてリモコンのテンキーを用いて電話番
号を入力し、そして最後に『モクテキチセッテイ』と発声することによって、目的地を設
定することができる。
【００１７】
　また、本発明に係る機器制御システム（ ）は、上記機器制御システム（１）～（ ）
のいずれかにおいて、入力音声の大きさに応じて制御量を差別化するように構成されてい
ることを特徴としている。
【００１８】
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また、本発明に係る機器制御システム（４）は、音声で操作可能な音声操作手段、及び
手動で操作可能な手動操作手段を備え、前記音声操作手段、又は前記手動操作手段により
選択された操作命令項目に基づいて機器の制御を行う機器制御システムにおいて、操作命
令項目が階層化され、前記音声操作手段、及び前記手動操作手段のいずれか一方の操作手
段による操作で、上位の階層の操作命令項目が選択された後、前記一方とは異なる他方の
操作手段による操作で、その下位の階層にある操作命令項目を選択し得るように構成され
ていることを特徴としている。

また、本発明に係る機器制御システム（５）は、上記機器制御システム（４）において
、前記上位の階層の操作命令項目が放送種別であり、前記その下位の階層にある操作命令
項目が放送局名であることを特徴としている。

３）～（５

６ ５



　上記機器制御システム（ ）によれば、入力音声の大きさに応じて制御量を差別化する
ことができるので、例えば、ボリューム操作において、大きな声で『ボリュームアップ』
といった場合と小さな声で『ボリュームアップ』といった場合とでは、ボリュームアップ
のレベルを変えることができる。
【００１９】
　また、本発明に係る機器制御システム（ ）は、上記機器制御システム（１）～（ ）
のいずれかにおいて、終了命令項目が発声されるまで、継続中の作動を終了させないよう
に構成されていることを特徴としている。
【００２０】
　上記機器制御システム（ ）によれば、終了命令がなされるまで、作動が終了しないの
で、例えば、操作画面上のカーソルを移動させる場合、まず最初に『ミギ』と発声すれば
、カーソルが右へ移動しはじめ、次に『ストップ』と発声すればカーソルが止まるように
することができる。
【００２１】
また、ボリューム操作についても同様であって、まず『ボリュームダウン』と発声すれば
、ボリュームが低下しはじめ、次に『ストップ』と発声されるまで、ボリュームを低下さ
せ続けることができる。
【００２２】
　また、本発明に係る機器制御システム（ ）は、上記機器制御システム（１）～（ ）
のいずれかにおいて、同音語が連続的に入力されると、その連続数をカウントし、カウン
ト値に応じて制御量を決定するように構成されていることを特徴としている。
【００２３】
　上記機器制御システム（ ）によれば、同音語が連続的に入力されると、その連続数に
応じて制御量を差別化することができるので、例えば、操作画面上のカーソルを移動させ
る場合、『ミギ、ミギ、ミギ』と発声すれば、カーソルを３つ分、右へ移動させることが
できる。
【００２４】
　また、本発明に係る機器制御システム（ ）は、上記機器制御システム（１）～（ ）
のいずれかにおいて、リモコンを用いて音声を入力し、その音声情報を機器本体側へ伝達
する場合に、ＦＭ等の電波を用いて行なうように構成されていることを特徴としている。
【００２５】
　上記機器制御システム（ ）によれば、ＦＭ等の電波を用いることによって、空間に障
害物等があったとしても、精度良く音声情報を機器本体側へ伝達させることができる。
　また、本発明に係る車載用機器（ ）は、上記機器制御システム（１）～（ ）のいず
れかが装備されていることを特徴としている。
　上記車載用機器（ ）によれば、使い勝手の良い機器となり、操作時の視線移動を抑え
ることができるので、走行の安全性を高めることができる。
【００２６】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明に係る機器制御システム の実施の形態を図面に基づいて
説明する。
　図１は、実施の形態に係る機器制御システム（１）の要部を概略的に示したブロック図
である。ここでは、図９に示した機器制御システムと同様の構成については、その説明を
省略する。
【００２７】
受信手段２、及び本体スイッチ３は排他手段１１を介して制御回路１４に接続され、マイ
ク４は排他手段１１を介して音声認識処理手段５に接続され、そして音声認識手段５は切
替手段１２を介して制御回路１５に接続されている。また、制御手段１３は制御回路１４
、及び制御回路１５を含んで構成され、受信手段２、本体スイッチ３、及び音声認識手段
５からのデータに基づいて、機器８の制御を行なうようになっている。
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【００２８】
排他手段１１は、音声又は手動のいずれかのみによって、機器８の制御を行なうようにす
るためのものであり、切替手段１２からの信号に応じて、手動式スイッチであるリモコン
９、及び本体スイッチ３からのデータを制御手段１３に伝達させないように構成されてい
る。
【００２９】
切替手段１２の動作を図２に示したフローチャートに基づいて説明する。
まずステップ１において、音声認識処理手段５からの入力データがあるか否かを判断する
。入力データがあると判断すれば、ステップ２に移り、手動操作を不可能とするように排
他手段１１に信号を出力して、ステップ３に進む。一方、入力データがないと判断すれば
、ステップ１に戻る。
【００３０】
次にステップ３では、音声認識処理手段５からの新たな入力データがあるか否かを判断す
る。入力データがあると判断すれば、ステップ４に移り、タイマｔを０にしてステップ５
に進む。一方、入力データがないと判断すれば、ステップ４を飛ばしてステップ５に進む
。
【００３１】
ステップ５では、タイマｔが所定時間Ｔ以上であるか否かを判断する。所定時間Ｔ以上で
あれば、ステップ６に移り、手動操作を可能とするように排他手段１１に信号を出力して
、ステップ１に戻る。一方、所定時間Ｔ以上でなければ、ステップ３に戻る。
【００３２】
すなわち、切替手段１２は音声による操作が開始されると、リモコン９、及び本体スイッ
チ３による操作制御ができなくなるように動作し、また音声による操作が所定時間Ｔのあ
いだ行なわれないと再びリモコン９、及び本体スイッチ３による操作が可能となるように
動作するように構成されている。
【００３３】
また、図３に示したように、使用者が操作することのできる切替スイッチ１７を排他手段
１１に接続することにより排他手段１１を制御し、音声又は手動のいずれかのみによって
機器８の制御を行なうようにすることもできる。
【００３４】
また、メモリ１６には手動操作による操作命令項目よりもより最終的な操作命令項目が音
声認識用データとして格納されており、制御回路１５は音声認識処理手段５からの認識デ
ータに基づいて機器８の制御を行なうように構成されている。
【００３５】
表１にはメモリ１６に格納されている音声認識用データを示し、表２には音声認識用デー
タと該データに基づいて制御手段１３が行なう制御機能とを示している。
【００３６】
【表１】
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【００３７】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３８】
続いて、オーディオ操作として、ＣＤを聴いていてＦＭラジオの「ＦＭ大阪」に切り替え
る場合について説明する。
【００３９】
１．リモコン９、又は本体スイッチ３を用いて、手動操作で行なう場合
第１番目の操作として、ボタン［ＦＭ］を押す。
これによって、オーディオ機能がＦＭラジオに切り替わる。
第２番目の操作として、複数のメモリボタンの中から周波数「 85.1MHz 」（ＦＭ大阪）が
メモリされているボタンを押す。
これによって、放送局がＦＭ大阪に切り替わる。但し、ここではあらかじめ周波数「 85.1
MHz 」がメモリされているものとする。
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【００４０】
２．音声操作で行なう場合
表１、及び表２から明らかなように、より最終的な操作命令項目を音声認識用データとし
てメモリさせておくことによって、『エフエムオーサカ』と発声するだけで、ダイレクト
でＦＭラジオの「ＦＭ大阪」に切り替わる。
【００４１】
上記実施の形態に係る機器制御システム（１）によれば、使用可能な操作手段を音声又は
手動のいずれかのみに制限することができるので、操作時における使用者の混乱を避ける
ことができ、使い勝手が良い。また、音声操作による操作命令項目が手動操作による操作
命令項目よりもより最終的な操作命令項目で構成されているので、音声操作によって機器
の制御をよりダイレクトに行なうことができるようになる。
【００４２】
上記オーディオ操作以外の例として、ナビゲーションシステムを利用し、「渋滞情報」を
入手する際の操作について説明する。手動操作では、まず全体のメニュー画面を開いて、
「ＶＩＣＳ」画面、及び「文字情報取得」画面を経た後に、「渋滞情報」を入手するとい
うのが一般的であるが、最終的な操作命令項目である『ジュウタイジョウホウ』を音声認
識用データとして格納しておくことにより、ダイレクトで「渋滞情報」を入手することが
可能となる。
【００４３】
図４は、実施の形態に係る機器制御システム（２）の要部を概略的に示したブロック図で
ある。ここでは、図９に示した機器制御システムと同様の構成については、その説明を省
略する。
受信手段２、本体スイッチ３、及び音声認識処理手段５は制御手段１９に接続され、制御
手段１９は機器８、及び表示手段２０に接続されている。音声認識処理手段５と接続され
ているメモリ１８には、手動操作による操作命令項目と同じ操作命令項目が音声認識用デ
ータとして格納されている。
【００４４】
また、制御手段１９は、音声又は手動のいずれによっても機器８の制御を行なうことがで
きるように、音声操作による操作命令項目と手動操作による操作命令項目とが共通化され
て構成され、さらに手動（リモコン９、本体スイッチ３）又は音声のいずれによって操作
が行なわれたとしても、その操作状況を表示手段２０に表示させるように構成されている
。
【００４５】
表３にはメモリ１８に格納されている音声認識用データを示し、表４には音声認識用デー
タと該データに基づいて制御手段１９が行なう制御機能とを示している。
【００４６】
【表３】
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【００４７】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
続いて、オーディオ操作として、ＣＤを聴いていてＦＭラジオの「ＦＭ大阪」に切り替え
る場合について説明する。
【００４９】
１．リモコン９、又は本体スイッチ３を用いて、手動操作のみで行なう場合
第１番目の操作として、ボタン［ＦＭ］を押す。
これによって、オーディオ機能がＦＭラジオに切り替わる。
第２番目の操作として、複数のメモリボタン（▲１▼～▲５▼の５つのボタンがあるとす
る）の中から周波数「 85.1MHz 」（ＦＭ大阪）がメモリされているメモリボタン▲２▼を
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押す。
これによって、放送局がＦＭ大阪に切り替わる。但し、ここでは周波数「 85.1MHz 」があ
らかじめメモリボタン▲２▼にメモリされているものとする。
【００５０】
２．マイク４から入力される音声操作のみで行なう場合
第１番目の操作として、『エフエム』と発声する。
これによって、オーディオ機能がＦＭラジオに切り替わる。
第２番目の操作として、『メモリーナンバー・ニバン』と発声することによって、メモリ
ボタン▲２▼にメモリされている周波数「 85.1MHz 」（ＦＭ大阪）の放送局に切り替わる
。
【００５１】
３．手動操作と音声操作とで行なう場合（その１）
第１番目の操作として、ボタン［ＦＭ］を押す。
第２番目の操作として、『メモリーナンバー・ニバン』と発声する。
【００５２】
４．手動操作と音声操作とで行なう場合（その２）
第１番目の操作として、『エフエム』と発声する。
第２番目の操作として、複数のメモリボタンの中から周波数「 85.1MHz 」（ＦＭ大阪）が
メモリされているメモリボタン▲２▼を押す。
【００５３】
上記実施の形態に係る機器制御システム（２）によれば、音声操作による操作命令項目と
手動操作による操作命令項目とが共通化され、すなわち操作過程で次に選択できる操作命
令項目が、音声操作及び手動操作で同じになっているので、音声による操作手段と手動に
よる操作手段との両操作手段を用いたとしても、適切に機器操作を行なうことができる。
また、リモコン９や本体スイッチ３を見れば操作手順の分かる手動操作と、音声操作とで
操作手順が同じになるので、音声操作による操作手順が分からなくなることをなくすこと
ができる。
また、操作状況を表示手段２０に表示させることによって、表示手段２０からも操作過程
で次に選択できる操作命令項目を認識することができる。
【００５４】
図５は、実施の形態に係る機器制御システム（３）の要部を概略的に示したブロック図で
ある。ここでは、図９に示した機器制御システムと同様の構成については、その説明を省
略する。
【００５５】
受信手段２、本体スイッチ３、及び音声認識処理手段５は制御手段２２に接続され、制御
手段２２は機器８、及び音声出力手段２３に接続されている。音声認識処理手段５と接続
されているメモリ２１には、手動操作による操作命令項目と組み合わせて用いられる、音
声操作による操作命令項目が音声認識用データとして格納されている。
【００５６】
また、制御手段２２は、音声操作による操作命令項目と手動による操作命令項目とを組み
合わせて用いるように、さらに必要な操作案内を音声出力手段２３から行なわせるように
構成されている。
【００５７】
続いて、ナビゲーションシステムを利用し、電話番号を入力して目的地を設定する場合に
ついて説明する。
第１の操作として、『デンワバンゴウケンサク』と発声すると、音声出力手段２３より「
（リモコンの）テンキーで電話番号を入力して下さい。」と案内される。第２の操作とし
て、リモコンのテンキーを操作して電話番号を入力し、第３の操作として、『モクテキチ
セッテイ』と発声する。
【００５８】
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上記実施の形態に係る機器制御システム（３）によれば、音声操作及び手動操作それぞれ
の良い部分を有効に用いることができるように構成されているので、使い勝手が大変良く
なる。
【００５９】
上記実施の形態に係る機器制御システム（１）～（３）のいずれかにおいて、マイク４よ
り入力された音声の大きさに応じて制御量を差別化するように構成することによって、例
えば、ボリューム操作において、大きな声で『ボリュームアップ』といった場合と小さな
声で『ボリュームアップ』といった場合とでは、ボリュームアップのレベルを変えること
ができる。
【００６０】
この動作を図６に示したフローチャートに基づいて説明する。
まず、ステップ１１において、『ボリュームアップ』と発声された音声量ｖが所定声量Ｖ
以上であるか否かを判断する。音声量ｖが所定声量Ｖ以上であれば、ステップ１２に移り
、音声量ｖに応じてボリュームアップを行なう。一方、音声量ｖが所定声量Ｖ以上でなけ
れば、ステップ１３に移り、所定量だけボリュームアップを行なう。
【００６１】
上記実施の形態に係る機器制御システム（１）～（３）のいずれかにおいて、マイク４よ
り終了命令項目（例えば、『ストップ』）が入力されるまで、継続中の作動を終了させな
いように構成することによって、例えば、操作画面上のカーソルを移動させる場合におい
て、まず最初に『ミギ』と発声すれば、カーソルが右へ移動しはじめ、次に『ストップ』
と発声されるまでカーソルが停止しないように制御することができる。
【００６２】
この動作を図７に示したフローチャートに基づいて説明する。但し、フローチャートには
、既にカーソルが右移動を開始した後の動作だけを示す。
まず、ステップ２１において、音声『ストップ』が入力されたか否かを判断する。入力さ
れていれば、ステップ２２に移り、カーソルの移動を停止させるように制御する。一方、
入力されていなければ、ステップ２１に戻る。
【００６３】
上記実施の形態に係る機器制御システム（１）～（３）のいずれかにおいて、マイク４よ
り同音語が連続的に入力されると、その連続数をカウントし、カウントしたカウント値に
応じて制御量を決定するように構成することによって、例えば、操作画面上のカーソルを
移動させる場合において、『ミギ、ミギ、ミギ』と発声すれば、カーソルを３つ分、右へ
移動させることができる。
【００６４】
この動作を図８に示したフローチャートに基づいて説明する。
まずステップ３１において、マイク４から入力されたデータＤを取り込んで、ステップ３
２に移り、データＤが『ミギ』データであるか否かを判断する。『ミギ』であると判断す
れば、ステップ３４に移り、カウンタＣ（初期値は１とする）に１を加えて、ステップ３
１に戻る。一方、『ミギ』でないと判断すれば、ステップ３３に移る。
【００６５】
ステップ３３では、カウンタＣが２以上であるか否かを判断する。カウンタＣが２以上で
あれば、すなわち同音語が連続して入力されていれば、ステップ３５に移り、データＤと
カウンタＣとを制御手段へ出力する。一方、カウンタＣが２以上でなければ、ステップ３
６に移り、データＤだけを制御手段へ出力する。
【００６６】
上記実施の形態に係る機器制御システムにおいて、リモコンを用いて音声を入力し、その
音声情報を機器本体側へ伝達する場合に、ＦＭ等の電波を用いて行なうように構成するこ
とによって、空間に障害物等があったとしても、精度良く音声情報を機器本体側へ伝達さ
せることができる。また、前記リモコンにディスプレイを設けて、音声操作による操作命
令項目を表示させることによって、より使い勝手の良いものとすることができる。
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また、別のディスプレイに操作命令項目を表示させたり、またスピーカを用いて操作命令
項目を案内させる構成とすることもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る機器制御システム（１）の要部を概略的に示したブロ
ック図である。
【図２】実施の形態に係る機器制御システム（１）における切替手段の動作を示したフロ
ーチャートである。
【図３】別の実施の形態に係る機器制御システムの要部を概略的に示したブロック図であ
る。
【図４】実施の形態に係る機器制御システム（２）の要部を概略的に示したブロック図で
ある。
【図５】実施の形態に係る機器制御システム（３）の要部を概略的に示したブロック図で
ある。
【図６】音声の大きさに応じて制御量を差別化する動作を示したフローチャートである。
【図７】終了命令項目が入力された場合の動作を示したフローチャートである。
【図８】同音語が連続的に入力された場合の動作を示したフローチャートである。
【図９】従来の機器制御システムの要部を概略的に示したブロック図である。
【符号の説明】
２　受信手段
３　本体スイッチ
４　マイク
５　音声認識処理手段
６、１６、１８、２１　メモリ
７、１３、１９、２２　制御手段
８　機器
９　リモコン
１０　使用者
１１　排他手段
１２　切替手段
１４、１５　制御回路
１７　切替スイッチ
２０　表示手段
２３　音声出力手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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